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　　主　　題（2013 ／ 2014）

国 際 会 長　　「全ての世界に出て行こう」　　　　　　　　　　　　　　

ア ジ ア 会 長　　「未来を始めよう、今すぐに」　

西 日 本 区 理 事　　「志をもって例会に参加し、学びの機会を持ちましょう」

中 部 部 長　　「長所を活かして生き生きと！」

名古屋クラブ会長　　「出会い、ふれあい、響きあい、前へ進もう。」

2013 〜 2014　10　月　号　　(No800)

在　　籍	 27 名
第 1 例会	 17 名
　　メネット	 5 名
第 2 例会	 8 名
　　メネット	 0 名
ゲスト・ビジター 	 名
メーキャップ	 1 名
出席率	 73.1%
メネット会	 6 名
ゲスト・ビジター	 　0 名

9 月クラブ出席 B　　　F

切手	 75pt

現金	 0pt

小計	 75pt

切手 	 1205pt

現金	  pt

累計	 1130pt

9
　
月

累
計
（
7
〜
9
月
）

飯　田	

伊左治	 ◯

伊　藤	 ◯

岩　田	 　

尾　関	 ○ 

小　尾	 ◯

加藤晃　

川　口	 ◎

川　本	 M

河　部	 ◯

木　本	 ○

久保田	 ◯

五　島	 ◎

小　谷	 ◯

塩　田	 ◎

鈴　木	 功

千　賀	 　

相　馬	 ◦

谷　川	 ◦

寺　田	 　

中　野	 ◎

中　村	 ◯

西　村	 ◎

平　野	 　

深　谷	 　

義　井	 ○

渡　辺	 ◎

9　月　　個　人　出　席 第 一 例 会（9/10）
　　メネット　伊左治　尾関　五島　西村　長井
　　　　　

メネット会（9/21）
　　　伊左治　�尾関　相馬　長井　西村　深谷

第　2　例　会

10 月例会プログラム

と　き:2013 年 10 月 15 日㈫ 7:00p.m. 〜 8:30p.m.
ところ: 名古屋 YMCA
プログラム：11 月例会の件他

　ワイズメンズクラブの大きな特徴は一業種二会員制でクラブに

集うメンバーは社会における地位も立場を離れて、総て平等であ

る。平等であるが故に一人の人間として誇りを持って同様のワイ

ズ活動遂行を求められている。平等で求められる活動は互いに理

解し合い認め合うことで始まります。

　今年６月、第 16 回西日本区大会は無時終了しました。８月、

第 16 回西日本区大会実行委員会の最終委員会が開かれた折り或

る委員よりこれだけの費用、時間とエネルギーを投入する必要が

あったのか、これだけのエネルギーをＹＭＣＡや地域の奉仕に注

いだなら相当効率良い事業が出来たと言うようなニアンスの意見

がありました、この意見にたいして異論もありそれ以上議論は続

きませんでした。しかしこのような意見の中から私たち一人一人

がワイズメンズクラブをどのように捉え、どのように考え、どの

ように関わりを持ち活動していくのか各々の異なる考えがありま

すが再考の必要ありと考えました。

　当クラブに於いても例会が惰性に流されず個人を大切にするプ

ログラム遂行と一人ひとりが高められ受動者でなく能動者として

の活動を出来るメンバーでありたいものです。まずはワイズの例

会出席、ＹＭＣＡ行事の参加、地域への奉仕を実践しましょう！

　10 月はＢＦの強化月間、古切手を少なくても全員の拠出を！

ワイズの原点にたって
小　尾　雅　彦

会　　長　川口　恵
副 会 長　飯田和也

書 　 記　千賀　将　　深谷　聡
会　　計　塩田　保　　川口　恵

ブリテン　久保田　平野　伊左治　

と　き：2013年10月8日㈫　6:30p.m.〜8:30p.m.

ところ：名古屋 YMCA

		  　司　会　飯田　和也君

開会宣言　		  　会　長　川口　恵さん

ワイズソング

聖書朗読・祈祷		  深谷　　聡君

食　事

プログラム

　卓　話

　「偉大なる母、マザー・テレサに学んだ奉仕の心」

　　　　　　　　　　　　　　　森本　榮三氏

諸報告

ハッピーバースディ

ドライバースピーチ		  木本精之助君

讃美歌　Ⅱ 161

閉会宣言		  	 会　長　川口　恵さん



(2)

■■■  第 1 例 会 レ ポ ー ト ■■ ■

と　き　2013 年 9 月 10 日（火）　6：30pm 〜 8：30pm

ところ　名古屋 YMCA

　9 月の卓話は大西慎太郎さんの STEP 体験でした。大西

さんは 2012 年 8 月 1 日〜 10 月１９日間に STEP（ユース

短期交流）でケニア・タンザニアでワイズメンの家庭に滞在

して、海外での生活を体験する機会を創出されています。

　なぜ日本から 11,000km も離れたアフリカ、ケニアを選

ばれたか？　その理由として以下のことを語られました。

①�国連のポスター（小学２年生）に出てきた、少年兵や貧困

の状況

②経営者はアフリカに行け（高校 3 年生）という名大の OB

③自分の将来、日本の将来（大学 3 年生）の視野を広げる

　ケニアには世界最大のスラム街があるそうです。200 〜

300 万人もの人がスラム街に住んでいるのが 5km 離れた中

心街は夜も煌々と明かりが輝いているという光景に深く考え

させられた。と言われました。

　 一 方、YMCA の 活 動

が盛んであることが喜び

であったと話されまし

た。YPP（Youth Peace 

Performers） と し て

Nairobi Shauri Arusha 

Moshi の YMCA が「STOP Poverty」の活動を展開してお

り、十分な教育を受けられない人たちに対しては学校に代わ

って教育活動も行っているそうです。

　ナイロビには長崎大学熱帯医学研究所があって病態モデル

の研究や感染症モデルを用いた医薬品の開発に取り組んでい

るといわれました。栄養状態が悪い結果を示しています。

　大西さんはケニアで 2 軒の家庭にホームステイされたそ

うですが、後半の家庭では日本の「すき焼き」が好きで楽し

かった聞きました。

　また、キリマンジャロに盗聴されたとのことです。「死ぬ

思いでした」といわれましたが、赤道直下で雪のある高い山

ですから、若い人でも大変です。

　故成瀬前理事が「Youth Field Global」と言われた言葉

の意味を大西さんは本当に理解する機会が与えられたと思う

といわれました。

　今回のお話は是非、リーダー諸君のような若い人たちに聞

いてもらいたかったと思います。大西さんの STEP の経験

談が西日本区のホームページに掲載される予定だそうです。

是非、若い諸君が大西さんのように STEP に参加して欲し

いと思いました。最後にいわれた Noblesse Oblige（高貴

なものは義務を負う）という言葉に教えられます。高潔な振

る舞いと恵まれない人に対する慈愛の心が求められている字

画が大切だと痛感しました。

■■■  第 2 例 会 レ ポ ー ト ■■ ■

と　き　2013 年 9 月 17 日　

ところ　名古屋 YMCA

　

連絡事項

◯ �10 月例会は第 10 代西日本区理事の森本榮三氏の卓話で

す。メネット、友人をお誘いください。

◯�じゃがいも・かぼちゃ　金額じゃがいも 1 箱 1,600 円、

かぼちゃ 1 箱 2,200 円

　　　�南山ＹＭＣＡに 10 月 12 日到着　2 時から 6 時受取

( 時間厳守 )　到着時の積み下ろしの応援は購入者で

お願いします。10 月例会時に集金。

◯�チャリティラン　11 月 2 日 ( 土曜 )　走者 2 チームはＹ

ＭＣＡに依頼する。

◯ �11 月例会　卓話は石田由美子氏 ( 宝塚クラブ )　アロハ

スピリットとフラ

◯クリスマス例会　12 月 14 日 ( 土曜 )

◯他クラブ行事

　�　11 月 2 日　大阪クラブ 85 周年行事　14 時から 17 時

　大阪 YMCA 土佐堀会館 903 号室 )　パネルディスカッ

ション ( 大阪クラブと大阪 YMCA の絆―広げようワイズ

メンの心意気 )

　　茶話会 ･ 懇親会 ( 会費無料 )　参加希望者は川口へ

◯ �10 月 14 日 ( 月・祝 ) 根の上まつり　10 月 13 日 ( 日 )

前夜祭　連絡先は東海クラブ

　�　10 月 19 日、20 日 ( 土、日 )　陶芸 at 多治見　希望者

はプラザ島崎会長へ

　　10 月 27 日 ( 日 )　南山ピースフルサンデー

　中部ＨＰ委員より

◯�中部と西日本区ホームページをリニューアルしました。

ホームページ管理者募集中 1 名。
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名古屋クラブ１０月例会　

　卓話題　「偉大なる母－マザー・テレサに学んだ奉仕の心」

　自己紹介　　森本　榮三　

　1942 年 大阪府高槻市生まれ。仏教徒で宗派は曹洞宗。過去帳には 414 年の記録が残っている。某新聞社写真部に 2

年在籍。その後、総合建設業で土木工事現場監督、所長を経験。大阪、岡山、神戸ＹＭＣＡ、高槻西ロータリークラブ会員。

カンボジア地雷撤去キャンペーン大阪事務所責任者。1981 年 4 月ノーベル平和賞受賞者マザー・テレサが東京で ｢ 生命

の尊厳を考える国際会議 ｣ で講演される事を知り聴講させて戴き、マザーからカルカッタの ｢ 神の愛の宣教者会 ｣ を訪問

する許可を頂きその後 8 回訪問した。

「涙と共に種を蒔く人は喜びの歌と共に刈り入れる。」
詩篇 126：５

西　村　　清

　刈り入れの秋、１０月になりました。農家では、苦労し、

苗底から田植え、草取り、その他いろいろな世話をしてよう

やく喜びの収穫の時をむかえます。

　今月の聖句はそのような農家の営みからヒントを得て記さ

れていますが農家の苦労を語ろうとしている訳ではないので

す。この詩編の背景になっていますイスラエルは紀元前６世

紀初頭、バビロニア軍に滅ぼされ、国の主だった人々は捕囚

としてバビロニアに連れていかれます。「神様によって選ばれ

た選民イスラエル」、特別な民族として、特に神様から選ばれ、

愛されている国と自負していたイスラエルが異邦人（取るに

足りない野蛮人）の捕虜になる屈辱を味わったのがバビロン

捕囚でした。

　しかし屈辱の長いバビロン捕囚からようやく解放され、自

分の国に帰り、荒廃した自分たちの国作りをしながら、独立

国家にするために城壁の再建にとりかかりますが、隣国のサ

マリア人等からの攻撃を受け、その攻撃の激しさに城壁作り

はあきらめねばならないのではないかさえ思える難事業であ

った。そのような中にも希望をもって、神は必ず自分たちの

願いをかなえてくださる、そのような神への信頼、そして現

在の苦しみと空しいとも思える祈りも、いつか、報われる時

がくる。そのような期待と希望をうたった詩編です。

そして次の６節に「種の袋を背負い、泣きながら出て行った

人は、束ねた穂を背負い、喜びの歌をうたいながら帰ってく

る。」と締めくくっています。味わうべき言葉かと思います。

　　　　　　
『ワイズメンの賢い話』(No208）

『聖書について』

　「これまで、出来るだけ聖書に基づいてお話ししよう

としてきたのだけど、今日は、改めて聖書とはどのよう

なものであるかについて考えたいのだよ」。「いいよ。聖

書は、見たことはあるけど、厚い本でなかなか読みにく

そうだね」。「そうだね。一般の人にとっては分厚い本で

あるということで、なかなか簡単には読めそうもないと

思うかも知れないね。だけど、キリスト教にとっては、

聖書がなかったら成り立たないほどの重要なものなのだ

よ。簡単には読めないかも知れないけれど、キリスト教

徒は、聖書に書かれていることに基づいて、生きていく

ことが必要なのだよ。だから、日曜日毎に教会へ行って、

礼拝に出席することの一つの目的は、説教を聞くことに

よって、聖書には何が書いてあるかを学ぶことなのだよ。

説教というものは、必ず、聖書に基づいているお話しな

のだよ。私たちが説教を聞いて聖書を学ぶということは、

そこから、神様が私たちに呼びかけていることを知るこ

とが出来るのだよ。キリスト教徒は、神様の御心に従っ

て、この世を生きていくことが必要なので、神様の御心

を知るためには、日曜日毎に礼拝に出席して、説教を聞

いて、聖書を学ぶことが絶対に必要なのだよ。そうすれ

ば、聖書に書いてあることのすべてが理解できるわけで

はないけれど、次第に神様の御心が分かって、それに基

づいて生きていくことができるようになるのだよ」。「そ

うか。キリスト教徒にとっては、聖書という書物がそれ

ほど重要なものであることを知ることができたよ。そう

であるならば、たとえ、読みにくい本であっても、説教

を聞いて学びながら、真剣に読まなければならないのだ

ね」。　　　　　　　　　　　　　　　　　（寺田仁計）
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メネット例会

　と　き：　2013 年１０月１９日（土）

　ところ：　名古屋ＹＭＣＡ　　10:00 ～ 14:00

　　　　　　　　　

　愛実の会クリスマスの楽しいプレゼント作りを始めます。

　皆さんお集まり下さい。

　持ち物： 裁縫用具（針・糸・はさみなど）

　　　　　�クリスマス柄等可愛い布、無地

　　　　　あれば 35 ｃｍ ×35 ｃｍ以上

	　　　　　（小さい布でもかまいません）

10月メネット会ごあんない中部部会メネットアワー

と　き：2013 年 9 月 21 日 ( 土 )

ところ：古川美術館〜記念館

　残暑厳しい池下駅

で待ち合わせ、歩い

て 2 分の美術館での

リフレッシュのひと

ときでした。

　「放課後美術」と

題し、古川為三郎氏

所蔵絵画から、神話や物語をよむ「国語」、図鑑代わりの「理

科」、歴史を辿る「社会」、数や図形の「算数」を読み取り、

名画をより深く愉しむ展示でした。横山大観、上村松園、

前田青邨などの馴染み深い名作を別の角度から観る時、綿

密な構成、時代考証が礎となって、試行錯誤を経、感性が

加わり、崇高な芸術が生まれる事を改めて学び、感動致し

ました。今年度中部 Y's の事業方針「障がい者アート」に

もつながると思います。続いて、記念館へ移動。

　苔むす庭園は、椎の大木に囲まれ、端正な茶室「知足庵」

は、きれいさびの趣が漂い、高床式の数寄屋建築の母屋と

共に、昭和レトロの粋に浸りました。

　10 月 19 日（土）から「ブシコー派の時祷書」（1412

年ラテン語手書きで編）の展示が始まります。是非鑑賞を

おすすめ致します。　　　　　　　　　　　　（深谷朗子）

　

　　　　　　ＹＭＣＡニュース

★ピースフルサンデー
日程　２０１３年１０月２７日（日）

時間　１０：００～１５：００

場所　南山幼稚園・南山ファミリーＹＭＣ A

★第 20 回チャリティーラン　

日程　２０１３年 11 月２日（土）

時間　１０：００～１６：００

場所　名城公園

　会費は月額 7,000 円、年額 84,000 円です。（功労会員と特別メネット会員は年額 36,000
円です）会費の納入は下記口座へ振込にてお願いします。
ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

切手
木本精之助君	 75pt
　　計	 75pt

メ　ン　　
10 月	5 日	 飯田　和也君
	 5 日	 千賀　　将君
	 27 日	 深谷　　聡君

メネット
10 月 3 日	　渡辺規子さん
	　　   6 日　岩田昌子さん

	10 月	 6 日	 寺田仁計・純子夫妻
		 28 日	 岩田鑛一・昌子夫妻

会計より会費納入
のお願い


